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下の 3 章で構成されている o





































(3) (2)で得られた指針に基づき選出した、 5 、 7- ジハロゲン化 8 ーキノリノール配位子を有するネオジム錯体の光
増感発光特性を検討し、配位子内で生成した励起三重項エネルギーがほぼ100%の効率でネオジムイオンにエネル
ギー移動していることを低温発光スベクトル測定から確認し、高効率エネルギー移動による有機媒体中での発光特
性向上に成功している。
以上のように、本論文は、有機媒体中におけるネオジムイオンの発光特性向上のための分子設計指針を提案し、そ
の実現に成功している。これらの成果は、希土類イオンを発光サイトとする有機系光変換素子の開発に貢献するとこ
ろが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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